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アラバマ青少年合唱団が５月に来習、 

習志野高等学校とジョイントコンサートを開催します 
                  

   

アラバマ青少年合唱団 習志野高等高校吹奏楽部 
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2015（平成 27）年 4月 1日 

 

―――――――主な内容 CONTENTS――――――――― 

■アラバマ青少年合唱団が 5月に来習、コンサートを開催します 

■第 7回ふれあい祭が開かれました 

■平成 26年度文化講演会が開かれました 

詳しい記事、およびカラー版が NIAホームページからご覧になれます 

 タスカルーサ市に本拠を置く「アラバマ青少年合唱

団」（The Alabama Choir School）は平成 27 年 5 月 27

日（水）に来日し、5 月 29 日（金）に習志野文化ホー

ルで創立 30 周年記念コンサートを開催します。 

 アラバマ青少年合唱団は、1995 年タスカルーサ少年

合唱団として創設されました。1992 年、初の海外ツア

ーに向けてアラバマ少年合唱団と名称変更され、1995

年に少女コーラスを加え、アラバマ青少年合唱団と名

称変更されました。アメリカ国内を始めヨーロッパ等

の海外公演でも好評を博しています。 

 今年 2015 年に創立 30 周年を迎えるにあたり、これ

を記念したコンサートをアジアで最初に習志野市で開

催することになりました。この記念コンサート開催に

あたって、姉妹都市提携記念行事等で、1988 年、1997

  アラバマ青少年合唱団創立３０周年記念 

 アラバマ青少年合唱団＆習志野高等学校吹奏楽部ジョイントコンサート 

 日 時 平成 27 年 5 月 29 日（金）午後 5 時開演 (4 時 30 分開場) 

 場 所 習志野文化ホール 

 入場料 1,000 円（全席自由） 

 販 売 販売時期、販売場所につきましては、詳細が決まり次第お知らせします。 

 共 催 習志野市国際交流協会 習志野市 

 

年（姉妹都市提携 10 周年）、2006 年（姉妹都市提携 20

周年）の 3 回、タスカルーサ市を親善演奏訪問してい

る習志野高等学校吹奏楽部が友情出演することにな

り、ジョイントコンサートが実現しました。 

 今回来日する合唱団は、当青少年合唱団の５つのコ

ーラスグループのうち、チェンバー合唱団(日本の小学

5年生から中学 2年生)とアンバサダー合唱団(日本の中

学 3 年生から高校 3 年生)からなっています。一行は合

唱団員、付添合わせて約 120 名の大グループで、記念

コンサートで合唱を披露することを始め、習志野市内

の施設見学、市内学校との交流も図る計画が進められ

ています。 

 皆様のご来場をお待ちしています。 
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そでっ鼓連の和太鼓演奏 

第７回 

ふれあい祭が 

開かれました 

各国のコーナーでの学習者と子供たち 

総力を結集して国際色豊かな風
景を演出しました 

斉藤富男 （事務局長） 

日本語教室の皆さんと「世界の国
からこんにちは」 

津田敬吾 （日本語教室部会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回のふれあい祭は、「世界の正月風景を演出する」

をテーマに平成 27 年 1 月 17 日（土）、谷津干潟自然観

察センターで開催されました。 

 当日は、日本語教室部会により「世界の国からこん

にちは」のイベントが、多くの日本語学習者、日本語

ボランティアが参加して行われました。民族衣装を着

て母国語での挨拶、国旗シール集めなど日本語教室部

会のブースは途切れることのない観客を集めました。 

 また広報青年部会と国際交流部会は、昨年の平成 26

年度タスカルーサ市青少年訪問団、習志野市青少年海

外派遣団の交流記録のパネル展示や、レクチャールー

 日本語教室部会は今回の「ふれあい祭」に 3 種類の

活動で参加しました。 

 まず、世界の各国から来日して日本語を勉強してい

る学習者が歌や踊り、太極拳などを披露するステージ

活動。次に、来場されたお客様が各国のテーブルを回

ってその国の出身者と言葉を交わし、サインや国旗の

シールを集める「ふれあいコーナー」。そして日頃の日

本語教室の学習風景を写したＤＶＤの放映とパネル展

示です。 

 今回の行事には中国、フィリピン、インド、ペルー、

コロンビア、メキシコ、タイの学習者が上記ステージ

ムでの派遣高校生による報告DVDの放映

など、姉妹都市交流を積極的に PR しまし

た。広報青年部会の青年部である

NI-Youth は、子供たちに対する凧作り教

室、けん玉、国旗カルタなどを行い、遊

びを通して NIA への関心と国際交流への

理解をアピールすることができました。 

 当日は天気にも恵まれ、屋外では津田

沼連合町会の全面的協力をいただいて「もちつき大会」

を開催しました。前日の米とぎでは、国際交流部会員

はじめ協会ボランティアが寒い中、30kg もの米を研い

で準備してくださいました。今回は日本の伝統的な「も

ちつき」を見せたいとの町会の方々の強い思い入れも

あり、燃料は薪を使用し、臼も直接地面に置かず藁を

下に敷くなど本格的なものとなりました。 

 屋外ステージでは、「袖ケ浦連合町会 そでっ鼓連」

による和太鼓演奏、獅子舞、津田沼高校によるダブル

ダッチがあり、さらに書道の大字(だいじ)揮毫(きごう)

で吉原さんの「遊娯(ゆうご)」の書が壁面に飾られた時

は、観客の皆さんから感嘆の声が上がりました。 

 屋内ステージでは、習志野サークル連協による舞を

始め、日本語学習者による楽器演奏、ダンス、太極拳

演武、津軽三味線日本一の土生(はぶ)みさおさんによる

津軽三味線演奏、神田外語大学の皆さんのベリーダ

ンス、豊田耕三(とよたこうぞう)さんによるアイリッシ

ュフルート演奏が行われ、観客とステージが一体とな

活動等に参加しました。万国旗で飾られ

た会場に設けたふれあいコーナーは、国

別に地図や写真、衣装などを貼ったパネ

ルと、民芸品やコインなどを並べたテー

ブルで作られ、そこに学習者が座って来

場者を迎えました。また会場設営や展

示・飾りつけ、進行管理等に従事したボ

ランティア等を合わせると 80名近いメン

バーが参加しました。 

 ステージ活動は午後 1時から 1時 30分までの時間制

でしたが、常時設けられた「ふれあいコーナー」は来

客が途絶えることがありませんでした。行事が終わっ

た後に、参加した外国人学習者にどんな点が良かった

か尋ねてみると、「日本人の子どもと話ができて楽しか

った」という返事と並んで「自分の出身国のことを話

すことができて嬉しかった」といった感想がことのほ

か多く返って来ました。 

 日本人はともすると国際交流と言うと欧米に目を向

けがちです。他方、私たちの身近に暮らしている外国

人の多くはアジアや中南米から来た人が多く、その人

たちはシャイで、あまり母国の自慢話を口にしないの

ですが、これらの人のほとんどは、日本と同じように

母国を愛し、誇りに思っています。私たちもそれらの

国に関心を持って、もっと理解を深め、友好を深めて

行かねばならないと思います。 

 ふれあい祭が習志野市に住む多くの国の人たちのふ

る国際色豊かな

ステージとなり

ました。 

 昨年のふれあ

い祭をはるかに

超える迫力に、

観客からも惜し

みない拍手がお

くられました。 

 

 

れあいの場

となり、国際

交流のきっ

かけとなっ

たことをう

れしく思い、

これからも

そうあるこ

とを願って

います。 
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大型スクリーンを使った講演 

国際宇宙ステーションからの流星
観測プロジェクト『メテオ』 
       千葉工業大学惑星探査研究センター 
                上席研究員 荒井朋子氏 

 

日本ウイスキー 世界一への道 

          サントリー株式会社 
   名誉チーフブレンダー 輿水精一氏 

平成２６年度 

文化講演会が 

開かれました 

 宇宙から流星を観測し宇宙と惑星と

生命の起源・進化の過程を解明しよう

とするこの壮大な構想のこのプロジェ

クトは、2015年6月のロケット打ち上

げによって再度チャレンジします。国

際宇宙ステーション上のカメラを通し

ての観測運用は千葉工業大学の惑星探

査研究センター内の「メテオ運用管制

室」でリアルタイムで行われますが、

その成果がこれから期待されます。 

輿水氏 荒井先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 約46億年前にガスと塵

で混沌とした宇宙の中で

地球は誕生し、そして約

40億年前に地球上の生命

が誕生しました。しかし、

太陽系の中で生命体が今

までに確認されているの

 今、日本のウイスキー

は世界の注目を集めてい

ます。世界一という評価

もいただくようになりま

した。でもその評価は私

には驚きではありませ

ん。近年、海外の主要な

コンペティションで日本のウイスキーがトップを取り

続けています。最近私が訪れた海外でも、フランス、

ロシア、ウクライナ、カザフスタンなどで、ホテルの

バーには以前には見られなかった日本のウイスキーが

す。 

 これぐらいの手間ひまかけてでき上

がるのがウイスキーです。ウイスキー

の発祥はアイルランドですが、スコッ

トランド人達の努力によって、今では

ウイスキーの本場といわれます。同様

に日本人がもっと努力し、世界の評価

を維持し続けることができたら、いつ

かウイスキーは日本の酒であるという

時代がくると私は思っています。 

は地球だけです。何故地球だけに生命が育まれ、その

種はどこから来たのでしょうか。 

 地球外の物質を調べるには、落ちてくる地球外天体

のかけらを調べる方法です。宇宙から地球に降り注ぐ

流星の発光の明るさや、その光を波長毎

に分けて調べることでたくさんのことが

分かります。 

 このような宇宙からの塵が大気との摩

擦により発光する流星を観測しようと千

葉工業大学で計画したのが“国際宇宙ス

テーション（ISS）からの流星観測プロジ

ェクト「メテオ」”です。この観測は国際

宇宙ステーションの米国与圧実験棟の窓に超高感度ハ

イビジョンカメラを取り付けて行います。千葉工業大

学ではこの「メテオ」プロジェクトをNASAに提案して

受け入れられ、これから約2年間、半自動的に流星観測

を実施することとなりました。 

 国際宇宙ステーションからの流星観測は、地上観測

に比べて天候や大気の吸収の影響を受けません。しか

も2年間に亘る長期観測を行いますが、国際宇宙ステー

ションは1日に地球を16周します。1周のうち夜が35分

ありますので延べで560分(9時間20分)の間、流星を観

測できます。ハイビジョンカメラの高画質データはデ

ータの容量が大きく、国際宇宙ステーションと地球間

の通信データ容量の制限から560分の動画データをす

べて地上に降ろすことはできません。そのため、独自

に開発したソフトウェアを使い、観測した映像から流

星が写っている部分だけを切り出し、まとめて、流星

映像のみを地上に送信します。流星映像はその日のう

ちに地上の運用管制室で見ることができます。 

並んでいました。今急に日本のウイスキー

の評価が上がっているのは"日本"という

要素があると思います。 

 ウイスキー作りで重要なのは、いかにい

いモルトウイスキーを作るかです。 

 スコットランドと比べて日本の強みは

水です。山崎は昔から名水の里として知ら

れ、白州も良質の水が豊富に得られます。

ウイスキー作りの一番大きなポイントです。また豊か

な森と四季の変化。日本は寒暖の差が大きく、熟成が

早く進む傾向があります。日本はスコットランドより

自然環境に恵まれているともいえます。 

 ウイスキーは貯蔵熟成が命です。樽を造るために日

本ではホワイトオーク以外に、日本に自生するミズナ

ラという木も使います。世界的にも珍しいのですが、

私たちは樽を自前で作ります。サントリーの山崎工場

では、創業当初は木桶で発酵させていました。その後

管理し易さもありステンレスにしたのですが、また木

桶へ戻しました。その方が香味が複雑でリッチな酒が

できるのです。蒸留釜も一つずつ形が違います。いろ

いろな原酒を作るためです。また加熱方式は直火の釜

にこだわります。伝統的な製法の方が豊かな香味成分

をつくりだすようです。１つの製品を作るために 20 か

ら 30 種類の原酒をブレンドしますが、ブレンドしても

すぐに出荷はしません。木桶や樽などに戻し、香味を

安定させるために製品によっては半年近くもおくので

※お二人の講演を要約したものです。NIA Websiteもご覧ください 
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 私はエイドリアン・モリスです。タスカルーサから

派遣された ALT（外国語指導助手）の一人で、習志野

市の中学校で 3 年間英語授業の補助教師として働いて

きました。 

 この期間 ALT として素晴らしい愛と喜びを体験する

ことが出来ました。今まで自分の仕事を深く考えませ

んでしたが、実際に毎日英語教師と接して手助けが出

来たことは喜びの一つです。 

 私は 14 年間スポーツをしてきましたが、野球が一番

好きです。学校ではこの 3 年間課外授業のスポーツク

ラブに参加しました。実際の指導は主に野球とソフト

ボールでした。今までの経験を活かすことが出来まし

たし、課外英語指導も出来ました。そんな中から人間

関係が生まれ、英語を積極的に話す姿勢が彼らに培わ

れてきました。 

 3 年間を振り返ってみて、各学校の生徒、教師から外

国人としてではなく、一人の教師として接して頂いた

と信じています。またそういう関係になれたことに感

謝したいと思います。 

 また NIA 主催のマンデイチャットでは、会員の方と

英語で会話を楽しみ、フライデイサロンでは季節のイ

ベントを楽しみました。マンデイチャットではいつも、

私の知らない日本文化を紹介してもらったことが大変

勉強になりました。 

 NIA の皆さんと千葉ロッテマリーンズやオービッ

ク・シーガルズの試合などを一緒に観戦できたのは楽

しい思い出です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具を包んで食べるこの料理は、大勢でワイワイと楽し

むホームパーティの時や、子供に喜ばれるのではない

でしょうか。 

 春餅の具は 3 種類作りました。 

①焼き豚・長ネギ（白い部分の千切り）・甜麺醤(テンメ

ンジャン)  

②じゃがいも・にんじん・長ネギ〈青い部分）の千切

り炒め  

③モヤシ・ピーマン・油揚げの千切り炒め 

 外国人支援部会では休暇期間を除き、毎週月曜日 4

時からの 1 時間を、3 人の ALT を招き 3 ｸﾞﾙｰﾌﾟに分け

て「チャット de ALT」とネーミングし、自由な英語の

おしゃべりを楽しんでいます。最近は人気になり学生

や子供連れの主婦など、多くの方に参加していただい

ています。このように多くの方がネイティブな外国の

方と英語で話す機会を望んでおられるのだと思いま

す。 

 ウィークデイは参加できない方、もっと話をしたい

方に参加していただこうと設定したのが「モアチャッ

ト」です。ミーティングの時間は 2 時間ですが、その

ときの参加人数によってテーブルをいくつかに分け、1

時間でメンバーを入れ替えます。年に数回開催してい

ます。 

 今年度は 2 回目を平成 27 年 3 月 7 日午後 2 時から

サンロード 5 階和室で、ALT のコルビーさん夫妻を招

いて開催しました。参加者の盛り上がるトークからア

ッという間の 2 時間でした。 

 

サンロード 5 階和室で
のチャット（上・左） 

●日時：5 月 17 日(日) 10 時～ 

●場所：京成津田沼サンロード 6 階大会議室 

総会終了後の「会員のつどい(懇親会)」は 12 時から予

定しています。 

 

 

ハロウィーンのパーティ
で会員のみなさんと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

習志野の思い出を語る 
モリスさん 

●メールマガジンに読者登録を 
 スクウェアの電子版「メール・スクウェア」

を毎月１回、配信しています。無料です。配信

停止も自由です。配信をご希望の方は ＰＣメ

ールアドレスを niasquare@m.jcnnet.jp まで。 

●原稿をお寄せください 
 イベントや活動の報告、雑感、国際交流の体験など。

投稿は事務局または niasquare@m.jcnnet.jp へ 

●スクウェア編集部員を募集しています 
 一緒に広報活動をやってみませんか。経験不問です。 

 

広
報
か
ら 

 

 素晴らしかった習志野での３年間 

       ――――ＡＬＴを終えて 
    エイドリアン・モリス （習志野市ＡＬＴ） 

 チャットに参加して英語のおしゃ 

 べりを楽しみませんか 

         山口大二郎（外国人支援部会長） 

 平成 27年度総会にご参加ください 


